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■

はじめに：遊女絵開板時期特定とメタデータ

　芝居と吉原は、所謂、悪所として、江戸市民に
関心の高い、非日常性を売りにする異次元空間と
しての娯楽の場所であり、流行を作り出す場所であ
り、ビジネストークの場所であり、芸能の視点からは
声曲の揺籃の地であり、そして、メディアとしての
浮世絵版画の題材ともなっている。ビジネス的に見
れば、芝居も吉原も、成熟社会における謂わば「快
楽消費」1) の場である。ビジネスとして見たとき、受
け取るサービスに対する対価は支払われるが、そ
れ以外に、贔屓（ファン）という無償のメカニズムも
共通に働いている。この心理は洋の東西を問わず
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人間世界に共通であり、今日の歌舞伎俳優、プロ
野球の選手や、AKB48のようなアイドルに対する心
理と同じである。したがって、役者絵と遊女とには
様 な々共通点を見出すことができる。
　図1は、元治元(1864)年4月から慶應2年3月に
かけて改印のある「柳街梨園全盛花一對（はな
のみくらべ）」の15枚の一つであり、役者と花魁と
がペアになって描かれた絵である。「清川に見たて
る尾州楼うち　当時の花もの長濱」、「近世の稀も
の厂かね文七にやくわる澤むら曙山」とある。澤
村曙山は澤村田之助三代目（弘化2[1845]年2月
8日－明治11[1878]年7月7日）である。芝居のヒー
ローを勿論役者が演じ、芝居であれば女形が演ず
るヒロインを花魁が見立てるという筋立てになってい

要旨
　吉原の花魁を描いた遊女における紋をメタデータとして捉え、吉原細見における情報と併用
し、遊女絵の開板年を決定することを試みた。紋が個々の遊女に固有な場合、これに注目する
ことにより、遊女が同じ名跡を襲名する場合、個々の遊女を、その在楼期間を含めて容易に特
定できる。新造出しの際に贔屓から贈られる竹村伊勢の積物に注目すると、遊女の開板年の決
定が容易になる。遊女の紋は、遊女の、謂わば、ロゴマークとして妓楼のビジネスにおいて意
味が重い。

abstract
  Using the “mon” as metadata for identifications, this paper determines the year of issue for prints 
representing Yoshiwara courtesans.  The “mon” is a crest used as an emblem by people in Japanese 
society.  The difficulty of determining dates may be eliminated by combining information from the 
Yoshiwara saiken, or the directories of courtesans for the Yoshiwara licensed pleasure district, with 
the “mon” crests shown in the prints.  Since the names used by courtesans were passed down, it is 
sometimes difficult to make distinctions between individuals.  However, by paying attention to the 
gift box for an individual’s debut with that name, it may be possible to determine the date of issue.
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る。役者と遊女に対する庶民の関心という観点か
らは、両者の社会的地位が同等なものであるという
ことが読み取れる。
　絵を研究する上で、役者絵と遊女絵とを比較整
理すると、様々な共通点と相違点とを見出すことが
できる（表1）。役者絵、武者絵、相撲絵などと同
様に、役者と遊女の名前が文字を利用して書き込
まれている。記号論的に意味のある紋が描き込ま
れている場合もある。図1の場合、長濱にも曙山に
も紋が描き込まれている。役者絵では、役者の紋
が描き込まれる場合が多いが、ここでは、厂金文
七を表す「三つ雁金」である。また、名前の入っ

た役者絵と遊女絵は、天保の改革期のように禁じ
られた場合もあった。
　開板時期の特定に関しては、役者絵の場合に
は、演目、役者名、さらに興行時期（正確には初日）
の記された絵本番付や役割番付、さらに二次著作
物ではあるが『歌舞伎年表』2) が有効である。一方、
遊女絵の場合には、改印に年月が入る文化初期あ
るいは幕末から明治期の場合であれば、開板時期
特定は容易となるが、それ以外の場合には、遊女
の名寄せである吉原細見との照合が有効である3)。
改印に年月が入る場合でも、吉原細見における遊
女のデータは、追加情報として有用である。
　揃い物の場合には、絵が同じ時期に板行された
と仮定すると、描かれた遊女が吉原細見に共通し
て登場する期間が、開板の時期ということになる。
吉原細見は春秋2回の板行であるので、絵の開板
時期の特定にはプラスマイナス3ヶ月程度の誤差を
伴う。さらに正確に言えば、改印を得た時期という
ことになる。
　この15枚の揃い物を通してみると、役者は似顔
絵となっているのに対し、花魁の方はどれも同じよう
な顔であることが明白である。顔の描き方の相違は、
何を意味しているのであろうか？すなわち、役者は、
木戸銭を払えば、誰でも見ることができる面の割れ
た存在であったのに対し、高級な遊女である花魁
は、しかるべき高額の対価を支払わないと、接する
ことができない高嶺の花であったことを意味してい
る。このことから、役者絵がリアリティのある似顔絵
になっているのに対し、遊女の顔は、理想化され
た美人として描かれるという原則が浮世絵には見出
せる。すなわち、当時の人気の女形の顔のように
描かれることになる4)。
　犯罪捜査などにおいても、人物を特定するのに
最も有力な手段は顔である。しかしながら、顔が
正確ではない遊女絵において、描かれた遊女を、
そこからどのようにして、一意対応的に識別しうる
のかという疑問が生ずる。明治になって吉原細見
に写真が登場するものの、同時期の絵を見る限り
特定は容易ではない。絵に書き込まれた遊女名は
有力なヒントではあるが、遊女の世界では代替わり
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図1 　「柳街梨園全盛花一對（はなのみくらべ）」尾張屋内名長濱
と澤村曙山（後の）澤村田の助三世。元治元年4月(1864)
改。歌川豊國三世（草花：國久）。平野屋新蔵板。国立国
会図書館 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1302719/1

遊女絵 役者絵
市民の関心 高 高
顔のリアリティ 低 高
人物特定手段

文字情報
紋
顔

可
可

不可

可
可
可

開板時期特定手段
文字情報

精度
吉原細見

半年
番付類

日

表1 　遊女絵と役者との比較 
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による襲名があるので、名前からの特定が意味をな
さなくなる場合がある5)。襲名は、役者、相撲取り、
声曲家、さらには商家においても共通の現象であ
る。この結果、同じ名前の遊女が、みかけ上、同
一の見世に数十年連続して登場することになる。
　遊女の属性情報である紋に注目してみよう。日本
の社会では、紋は個人や家を識別する記号として
用いられてきた。遊女の場合も同様であり、浮世
絵研究の世界においては、遊女を特定するための
アトリビュートとしての紋の果たす役割は大きいが、
このことに注目して開板時期を特定、さらには、初
版と後版とを識別したりするような研究は、管見の
限りでは筆者らが行ったもの以外は、ないようであ
る6)。
　一方、新造出し（突出し）という、新しい遊女を
売り出すイベントを取り上げた場合には、吉原細見
上への新たな登場、あるいは、格が下がるように
見えることから、これを判断できる。さらに、竹村
伊勢の積物が描かれることもあるので、板行時期
の特定はかなり容易になる。だが、これに注目した
研究も少ないようである。
　本稿では、描かれた遊女を識別するための記号
としての紋の意義について考察する。その例として、
最初に、文政8(1825)年に板行された「新吉原江
戸町一丁目和泉屋平左衛門花川戸仮宅之図」を
取り上げる。紋に注目することにより、同一名で40

年も在楼した複数の遊女の識別が有効であり、か
つ、絵の開板時期の特定に有効であることを、海
老屋内鴨緑（あいなれ）を例として論ずる。つい

で、代替わりの時期および開板年の特定手段とし
て、竹村伊勢の積物が描かれているという事実と、
吉原細見からの情報の組み合わせが有効であるこ
とを述べる。最後に、既に板行された遊女絵が藍
摺として使い回わされる場合の紋の扱いに注目する
と、遊女のロゴマークとしての紋が妓楼の経営戦
略上、極めて重要であったことが見えてくる。

1　新吉原江戸町一丁目和泉屋平左衛門仮宅之
　　図における紋の扱い

　図2に、文政8(1825)年に板行された「新吉原
江戸町一丁目和泉屋平左衛門花川戸仮宅之図」
を示す。絵師は歌川國芳、板元は東屋大助であ
る7, 8)。文政7(1824)年4月に吉原で火災があり、和
泉屋は花川戸に仮宅と称する臨時の見世を構えて
いた。この絵には10名の花魁、2名の引っ込み新
造、1名の引っ込み禿、そして、楼主の家族3名
が描かれた集団肖像画的な雰囲気も感じられない
わけではない。
　この絵の開板目的は、単に仮宅の機会に和泉屋
およびその抱えの花魁たちを宣伝するだけでなく、
妓楼和泉屋平左衛門を創業した初代和泉屋平左
衛門の七回忌にあたり、初代平左衛門・壽美夫妻
を顕彰し、同時に和泉屋を宣伝することにある。
　図3および4に文政7(1824)年秋の仮宅版と文政
8年秋の吉原細見を示す。絵にある10名の花魁は、
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図2 　新吉原江戸町一丁目和泉屋平左衛門花川戸仮宅図。文政8年2月(1825)。歌川国芳筆。東屋大助板。左より、初代女房壽美、玉章、於濱、
かしく、千本、今岡、逢里、錦木、おちゃぼ、黛、二代目女房、千代春、園菊、於瀧、九重、初代楼主和泉屋平左衛門7,8）。右から4枚
日本浮世博物館、左端個人。
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の紋を持っている。
　吉原細見には名前のない「引っ込み新造」の「お
瀧」（右から3人目）と「お濱」(左から3人目)の
場合には、彼女たちが楼主夫妻によって実の娘の
ように小さい時から大事に育てられたということに符
合して、着物の紋は共通の桐であり、簪も鷹の羽
と同じものを使っている。つまり、同じ家の姉妹とし
て扱われていることを示している。しかし、髪の形
から「引っ込み禿」として考えられる年長の禿「か
しく」（左から4人目）の場合には、紋は特定でき
ない。「お瀧」、「お濱」ならびに「かしく」は、
この仮宅の時期が終わった後の文政8(1825)年秋
に突き出された、「桜木」、「柳川」ならびに「唐
織」の3名であると考えられる。しかしながら、誰
が誰に相当するのかは、現状では明確になってい
ない（図4）。
　描かれたそれぞれの遊女の位置から、「九重」
と「お瀧」は姉女郎と妹女郎との関係に、また、
「お濱」と「かしく」は和泉屋の最高ランクの呼
び出し格であった「玉章」の妹女郎たちであった
ことが推測できる。同様に幼い禿「おちゃぼ」（中
央の絵の左下）は、その右に描かれた「黛」付き
の禿であろう。禿「おちゃぼ」の場合にも紋の特
定はできない。
　絵の左右に描き分けられた初代和泉屋平左衛
門夫妻の場合には、紋は三つ柏である。右から6

人目の、身なりの良い女性は、二代目平左衛門の
女房と想像されるが、紋の特定はできない。
　この絵に登場する泉州の紋は表2に示すように蔦
である。同じく文政8(1825)年に開板された「契情
道中双ろく見立吉原五十三対」*の庄野に登場する
泉州では紋に抱茗荷が描かれており、この不一致
が問題となる。しかし、庄野の初版は海老屋内鴨緑

（あいなれ）と結論づけられ、後版として泉州に変えら
れたと理解できる。鴨緑の紋が抱茗荷であることは、
ほぼ同じ時代の飛び双六「傾城道中雙六」に描き
込まれた鴨緑の紋が抱茗荷であることから、証明で
きる。この詳細に関しては、別報を参照されたい6)。

*　「契情道中双ろく見立吉原五十三対」の表記には契情を傾城とする

場合など、必ずしも一定ではない。本稿は、この書き方で統一しておく。

文政7年秋仮宅版にある「黛」から「玉章」の
10名と見事に一致している。退楼したであろう「姫
松」に次ぐ高位の「黛」が絵の中央に配され、
黛に次ぐ「九重」は右端の楼主のすぐ脇きに描か
れている。玉章は細見のランク上では10番目だが、
入山形に黒三角の相印（あいじるし）で分かるよう
に、張見世はしない揚代が昼夜3分の「呼び出し
新造附」格であり、和泉屋では最上位の花魁であ
る。経験があり最年長の花魁として遇されていたの
であろう。絵の中では、楼主の女房のすぐ脇に立
ち姿として描かれている。
　さらに、簪にあしらわれた紋、裲襠や帯に見られ
る模様および紋をメタデータとして注目すると、これ
らは、各花魁に対して一意対応的に描き分けられ
ていることに気が付く。すなわち、描かれた紋は聖
像画におけるアトリビュートと同様に、個々の花魁を
示す記号と理解できる。表2は、この絵に登場する
人物に対して描き分けられた紋を示す。すなわち、
九重から玉章までの花魁10名は、それぞれ固有

図3 　文政7年(1824)の仮宅細見。描かれた10名の花魁の名前が
ある。

図4　文政8年秋(1825)の吉原細見。文政7年の仮宅細見で名前
のなかった、桜木、柳川、唐織の3名が、突き出されている。
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名前 着物の柄 裲襠・帯にある紋 簪 紋

九重 丸に桔梗

園菊 剣かたばみ

千代春 桜

泉州 蔦

黛 かたばみ

錦木 抱茗荷

逢里 花菱

今岡 下り藤

千本 橘

玉章 桔梗

於瀧 桐・鷹の羽

於濱 桐・鷹の羽

禿かしく

禿おちゃぼ

初代平左衛門 三つ柏

初代女房壽美 三つ柏

二代目女房

表2 　和泉屋の花魁、引っ込み新造、禿、ならびに、楼主夫妻の着物の柄と紋
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2　海老屋内鴨緑における紋の扱い

2.1　海老屋鴨緑(あいなれ)

　妓楼において重い名前は、名跡として襲名され
ることがある。吉原細見に同じ名前が数十年続く
場合がある。そのような状況では、絵だけからで
は、描かれた遊女がいつの時代に在楼し、そして、
いつ代替わりしたのか判然としない。ここでは、寛
政12(1800)年から明治期(1870)まで、70年以上に
わたって海老屋において使われた鴨緑（あいなれ）
の名を持つ花魁において、紋がどのように扱われて
いたかについて述べ、海老屋においては、襲名の
際に紋を替えてゆく習慣があったことを紹介する。
このことから、紋に着目することにより絵の開板時期
を推定することが可能となり、さらに、吉原細見に
ある情報と照合することにより、それぞれの鴨緑の
突出し（新造出し）の時や、昇格、退楼の時期な
どの異動に関する情報も特定が可能となる。
　因みに、姿海老屋の場合には、襲名の際に先
代と同じ紋を使い、かつ、姉女郎をリーダーとする
グループは同じ紋を利用している。妓楼間で、紋
の使用方法に異なった考え方があったことは、妓楼
のマネジメントを考える上で注目される5,6)。海老屋で
は、個々の花魁を大事にし、姿海老屋ではAKB48

のように個々のメンバーは入れ替わるが、グループと
しては継続するという、グループのアイデンティティを

より重視していたのかもしれない。
　京町一丁目木戸をくぐって右側1軒目にあり、享
和から天保期までに描かれた、海老屋における歴
代の鴨緑に関する基本データを、表3に掲げる。
複数の鴨緑がいるので、これに識別名を与える。
識別名は、その鴨緑を描いた絵師の名前とする。
なお、文政末から天保にかけての2人の鴨緑につ
いては、いずれも國貞による代表的な絵があるので、
この場合には、描かれた紋によって「木瓜紋の鴨
緑」および「桐紋の鴨緑」と称する。
　
2. 2　喜久麿の鴨緑

　海老屋は寛政11(1779)年秋の細見までは、京
町一丁目の通りの左側7軒目にあった。この時代に
は鴨緑という遊女はいなかった。寛政12(1800)年
春に、それまで二文字屋という見世があった京町
右側1軒目に進出し、細見上7枚目のランクに「あ
ひなれ」が登場する。寛政12年の山の宿からの
仮宅から戻った寛政13(1801)年春に鴨緑（あいな
れ）が8枚目呼び出し格として登場する。この鴨緑
は、管見の限りでは享和3(1803)年秋まで在楼し、

「ひよく」と「れんり」という2人の禿がついていた。
禿の名前は、唐の詩人白居易が玄宗皇帝と楊貴
妃のことを歌った長恨歌に由来している。この鴨緑
を、喜多川喜久麿が描いている（図5）。紋は桐で
ある、この鴨緑を、他の鴨緑と識別し易いように「喜
久麿の鴨緑」と呼ぶことにする。　
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識別名 紋 在楼期間 細見上の順位 注

あひなれ 不明  寛政12春(1800)から
 寛政12秋仮 (1800)まで

7
7

喜久麿の鴨緑 桐  寛政13春 (1801)から
 享和3秋(1803)まで

8
6

　
享和4春未調査

英山の鴨緑 いかづち  文化6春 (1809)から
 文化15春 (1818)まで

9
1

文化5秋未調査

英泉の鴨緑 抱茗荷  文政2秋 (1819)から
 文政10秋 (1827)まで

4
1

文政2春未調査

木瓜紋の鴨緑
（國貞） 木瓜  文政11秋(1828)から

 天保5春 (1834)まで
1
1

桐紋の鴨緑
（國貞） 桐  天保5秋 (1834)から

 天保12春 (1841)まで
2
1 天保12秋未調査

表3 　海老屋内鴨緑に関する基本データ（寛政から天保まで）
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　喜久麿は享和3(1803)年に月麿に改名する。す
なわち、開板の時期はそれ以前でなければならな
い。次に遊女絵は宣伝のための媒体であることを
踏まえて、開板動機に結びつくイベントを考察して
みる。前述のように、寛政12(1800)年2月23日に吉
原で火災があり、海老屋は山の宿で仮宅営業し、
同じ年の10月20日までには吉原に戻ったと推測され
る9)。山の宿の仮宅から吉原に戻った際に突き出さ
れ、寛政13(1881)年春の細見に初めて名前が出
る鴨緑を宣伝するために作られた絵と考えてよいで
あろう。
　
2. 3　英山の鴨緑

　文化元(1804)年から文化5(1808)年までは、吉
原細見において鴨緑を見ることができない。次に
登場するのは、「英山の鴨緑」である（図6）。文化
6(1809)年に呼び出し9枚目として突き出され、文化
15(1818)年春の吉原細見を最後に退楼している。
図6は菊川英山が描く「青楼五人女」の1枚であ
るLeidenの国立民族学博物館が所蔵している。定
紋の入った箱提灯と共に花魁を描くこの揃い物は、
管見する限り全部で4枚が知られている。箱提灯と
裲襠から、鴨緑の定紋は「いかづち」であること
が理解できる。ほかに、ボストン美術館にある「玉

屋内花紫」、いずれもVictoria and Albert Museumが
所蔵する「鶴屋内大淀」および「松葉屋松村」
である。この4名の花魁が同時に吉原細見に登場
する期間は、文化8(1811)年春から文化15(1818)

年春までである。玉屋内花紫は、文化13(1816)年
春の細見でランクが筆頭から2番目に下がる。また、
鶴屋内大淀の場合には文化14(1817)年卯に、これ
までの筆頭から11番目に下がっている。すなわち、
これらの機会に新しく襲名した花紫と大淀が突き出
されたことになる。
　この揃い物の開板時期を論ずる上で重要なヒント
の一つは、Leidenの国立民族学博物館における収
蔵 品 番 号1-4486Lである。1で始まる番 号は、
Sieboldの収蔵品とされている。しかし、Sieboldの
江戸参府は文政9(1826)年であり、この時の海老
屋内鴨緑の紋は、図7の「契情道中双ろく見立吉
原五十三対庄野」にあるように、抱茗荷であるこ
と6)、また、この時期には鶴屋内大淀は退楼してい
ることから、開板時期をSieboldの江戸参府の前年
である文政8(1825)年頃とすることは否定される。
Sieboldの前に江戸に参府したのは、長崎商館長の
Blomhoffである。 文 政 元(1818)年 および 文 政
5(1822)年のことであった。江戸において浮世絵を
購入している。SieboldとBlomhoffはお互いの収集
品を交換しており10)、この英山筆になる「海老屋内
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図5 　當時全盛達藝集 略誌琴碁書畫、五紙の續茶の湯の圖 角
海老屋内 鴨緑、ひよく、れんり、喜多川喜久麿筆、丸屋文
右衛門板　© Victoria and Albert Museum, London

図6 　青楼五人女 ゑびや内 鴨緑。菊川英山筆。川口屋宇兵衛
板　Leiden国立民族学博物館 1-4486L
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鴨緑」もBlomhoffからSieboldに渡ったものと解釈
することに矛盾はない。
　開板動機ならびにその時期として考えられるの
は、前にも述べたように、仮宅から吉原へ戻った際、
あるいは、新造出しの際の宣伝である。文化
13(1816)年に吉原は火災に遭い、その仮宅から
戻ったのは文化14(1817)年3月である9)。仮宅から
吉原に戻る際の宣伝のために、この揃い物が開板
されたと考えるのが妥当であろう。なお、鶴屋内大
淀の場合には仮宅から戻った直後に板行された文
化14(1817)年卯月の細見から、この時に突き出さ
れたことが理解できる。玉屋内花紫は、その前年
の文化13（1816）年春の突き出しであり、どちらも新
人である。そして、この揃い物の一つである「英
山の鴨緑」を、翌年の江戸参府の際にBlomhoff

が購入したものであろう。この揃い物と同様に，
Blomhoffが最初に購入し、その後、交換されて
Siebold収蔵品となっている絵として、柳川重信筆

「松葉屋代々山」(収蔵品番号1-4469-3)などが知
られている8)。
　
2. 4　英泉の鴨緑

　「英泉の鴨緑」は文政5(1822)年秋に呼び出し
の3枚目として突き出され、文政10(1827)年秋の呼
び出し筆頭を最後に退楼している。彼女の紋は、
文政8(1825)年 の「 契 情 道 中 双ろく見 立 吉 原
五十三対」にあるように、抱茗荷である（図7）。
鴨緑の紋が抱茗荷であることは、文政9年秋に板
行された飛び双六「傾城道中雙六」に描かれた
鴨緑の紋からも証明できる。第2章に述べたように、
この絵は刊行後時間を置かずに、和泉屋内泉州
となる。その詳細については、別報を参照された
い6)。「契情道中双ろく見立吉原五十三対」の多く
の絵において、初板にある紋を残したまま妓楼と遊
女の名前を入木して後版が作られたことは、遊女
絵におけるメタデータとしての紋を考察する上で貴
重なケースとなっている。　
　文政6(1823)年に、同じく英泉筆の「廓の四季志
吉原要事」が板行された。この揃い物の十二月に

おいて、海老屋内鴨緑が描かれている。積夜具
の風呂敷に「丸に違鷹の羽」紋が使用されている。

「英泉の鴨緑」の紋としては、「契情道中双ろく見
立吉原五十三対」および「傾城道中雙六」にある
ように抱茗荷であること、また、「廓の四季志吉原
要事」五月の「松葉屋内代々山」ならびに後版の

「松葉屋内増山」において、いずれも、贔屓の客
の男物の羽織の紋が描き込まれていることから6)、
図8に描き込まれた違い鷹の羽の紋は、積夜具を
贈った贔屓の客の紋ではないかと想像される。
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図8 　廓の四季志吉原要事 十二月海老屋内鴨緑。文政6(1823)年。
溪斎英泉筆。蔦屋重三郎二世板。日本浮世絵美術館

図7　契情道中双ろく 見立よしはら五十三つい 庄野 海老屋内 鴨
緑。溪斎英泉筆。蔦屋吉蔵板。国立国会図書館 http://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1305007/1
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2. 5　木瓜紋の鴨緑

　「英泉の鴨緑」が文政10(1827)年秋の細見を最
後に退楼すると、文政11(1828)年の春の細見から
鴨緑の名前が一旦消える。そして、文政11(1828)

年秋の細見の筆頭の位置に鴨緑が、再び登場す
る。図9は、この時の新造出しを宣伝するために
制作されたものと推定できる。何故ならば、作者の
國貞が香蝶楼の号を用いるのは文政10(1827)年
以降であること、竹村伊勢の積物が描き込まれて
いること、また、着物の紋、簪、さらには、羽の禿
の針打ちの部分にも、これまでの抱茗荷に代わって
木瓜紋が認められるからである。この紋に因んでこ
の鴨緑を「木瓜紋の鴨緑」と呼ぶことにする。
　次の節で述べるように、この絵より後の天保
5(1834)年秋に板行されたと推定される絵（図10）
では、画工は同じく國貞ではあるが、定紋は桐となっ
ており、文政11(1828)年に描かれた「木瓜紋の鴨
緑」と天保5(1834)年の「桐紋の鴨緑」とは別人
であると結論づけられる。
　図9の背景に描かれているのは、吉原にあった
菓子屋「竹村伊勢」の積物である。贔屓が新造
出しを祝って贈ったものである。今でも、助六の芝
居には竹村伊勢の積物が登場する。吉原細見を
注意してみていると新造出しは、新しい名前の遊

女の登場、遊女の名前が1シーズン以上途切れる
こと、あるいは、同じ名前の遊女であっても格が下
げられて掲載されていることなどから判断できる6)。
このことから、竹村伊勢の積物が描かれた新造出
しの絵の場合は、開板の時期を容易に特定できる、
特殊な例である。
　
2. 6　桐紋の鴨緑

　図10は、天保5(1834)年秋に開板の3枚続きで
ある。京町一丁目の角にあった海老屋（角海老）
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図9　新吉原京町一丁目 角海老屋内鴨緑 かのも、このも。文政
11(1828)年。香蝶楼國貞筆。伊勢屋三次郎板。国会図書
館 http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1301995/1

図10　新吉原京町一丁目角海老屋内 愛染 ひよく れんり、常磐津 やよい はなの、鴨緑 かのも このも。天保5(1834)年秋。香蝶楼國貞筆。伊勢屋
三次郎板。 © Victoria and Albert Museum, London
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の二階を、通りから覗き込むスタイルで描く、豪華
な雰囲気の絵である。松や、海老の飾りも描かれ（中
央の絵の下端）、正月の雰囲気を醸し出している。
海老は海老屋に通じる。
　海老屋のトップの3名の花魁、すなわち、愛染、
常盤津および鴨緑を、禿と共に描いている。愛染
の向かって右奥には、愛染の名前の入った奉納提
灯と奉納手拭が描き込まれ、信心深さを表してい
る。愛染の禿は、「ひよく」と「れんり」、常磐津
では「やよい」と「はなの」、鴨緑では「かのも」、「こ
のも」である。天保5(1834)年秋には、春まで筆頭
の位置にあった鴨緑が、細見では二枚目に落ちた
ように見える。降格は妓楼の人事としてはあり得な
いから、「木瓜紋の鴨緑」が退楼し、「桐紋の鴨緑」
が突き出されたことを意味している。鴨緑の定紋が、
喜久麿の鴨緑と同じ桐に戻ったことになる。
　この時、愛染も呼び出し三枚目のランクから十四
枚目に降格されたように見える。すなわち、新しい
愛染の襲名披露である。愛染の右下に描かれた
竹村伊勢の積物が、そのことを示している。常磐
津も十一枚目から五枚目に一気に昇格しており、こ
の3名の花魁を宣伝するのが目的で、この絵が作
られたと理解してよいであろう。
　絵には、「よきこときく」が二重に描き込まれてい
る。一つは、中央の常磐津の着物の模様である。
常盤津の「関の戸」を題材として、「よき」（おの）、

「琴柱」ならびに、「菊花」である。さらに、目にと
まる常磐津の着物の袖の「よき」、鴨緑の背後に壁
に立てかけられた「こと」、そして愛染が右手にも
つ手鞠（音読みでキク）である。
　この絵において、3名の花魁のいずれもの簪に
桐の紋があしらわれている。禿の針打ち、羽子板、
さらに、ふすま障子の模様も桐である。これ以降
の海老屋の遊女絵は、いずれの遊女においても、
紋に桐が使用されるようになるようである。遊女のロ
ゴマークとしての紋の使用ルールに、変化があった
ものと思われる。すなわち、海老屋の営業戦略の
変化と言えよう。しかしながら、この後、天保の改
革で、実名の入った遊女絵が禁止されるので、実
態はよく分からない。

3　竹村伊勢の積物が描かれた他の例

　本節では、海老屋以外にも竹村伊勢の積物
が描かれたく絵を紹介する。

3.1　姿海老屋内葛城

　図11および12は溪斎英泉が描く、「姿海老屋内
葛城」および文政8(1825)年開板の「契情道中双
ろく見立吉原五十三対 ちりふ 姿海老屋内葛城」
である。姿海老屋の葛城は、吉原細見では、文
政元(1818)年秋に、前任の葛城（4枚目）の後を襲っ
て8枚目で突き出され、文政10(1827)年春の筆頭
を最後に退楼している。図11には葛城と名前の書
かれたのし紙と共に、竹村伊勢の積物が描かれて
おり、新造出しの際に贔屓からの入銀によって作ら
れたことが想像できる。顔の雰囲気から、文政初
期の作と推定できる。葛城が花魁のたしなみとして
茶の湯をよくしていたことが理解できる。屏風には
秋草が描かれており、この絵が開板された時期を
暗示している。注目すべきは、着物の裾模様と簪
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図11　姿海老屋内葛城。溪斎英泉筆。コマ絵に竹村伊勢の積物
が描かれている。着物と簪に抱茗荷が描かれる。板元印な
し© Victoria and Albert Museum, London
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にあしらわれた抱茗荷の紋である。
　図12は「契情道中双ろくちりふ」に描かれた姿
海老屋内葛城である。こちらの絵においても、裲
襠の裾と、横に6本さした簪の模様は抱茗荷であ
る。このことから、図11および12に描かれている
葛城の定紋は抱茗荷であり、同一人物と結論でき
る。すなわち、図12は文政元(1818)年秋の新造
出しの際に描かれたものと結論できる。興味深いこ
とは、図12において帯の先端と額にさした2本の簪
の模様に梅が描かれていることである。「契情道中
双ろく」に描かれて花魁の絵を見てゆくと、帯の先
端に定紋が描き込まれることが多い。このことから、
葛城の定紋が抱茗荷であり、替紋が梅である可能
性を示唆している。
　
3.2　和泉屋内槙の尾

　図13は、花川亭富信の筆になる「和泉屋内
槙の尾」である。花川亭富信が文政末期に歌川
國富から花川亭富信に名を改めたことを手掛かり
に天保初期の吉原細見を調べると、天保3(1832)

年秋に呼び出しとして5枚目に突き出され、天保
12(1821)年における筆頭の呼び出しを最後に退楼
している。すなわち、この絵は天保3(1821)年秋に、
槙の尾の新造出しに際して作られたと理解できる。
この絵には松栄舎主人になる「春の日のながえの
傘をさしかざす花に交りて開く夕ばへ」と言う歌も
書き込まれている。この絵と揃い物として考えられる

「玉彌内桜都」にも松栄舎主人の歌がある。松
栄舎主人については不明である。

4　後板藍摺における紋の扱い

　文政後期に青の色材としてプルシアン・ブルー
（フェロシアン化第二鉄）が利用可能になると藍摺
絵が作られる。文政10(1827)年秋から11年春の頃
に、溪斎英泉によって描かれた「吉原八景」が、
蔦屋吉蔵から板行されている。この揃い物の主た
る構図はそのままに、一部、簡略化された後板が、
同じ蔦屋吉蔵から「吉原美人」という外題を持つ
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図12　契情道中双ろく見立吉原五十三対 姿海老屋内葛城。溪斎
英泉筆。抱茗荷が裲襠の裾と、横に6本さした簪に認めら
れる。蔦屋吉蔵板。国立国会図書館　http://dl.ndl. go.jp/
info:ndljp/pid/1305005/1

図13　和泉屋内槙の尾、花川亭富信筆、天保3(1821)年秋。森
屋治兵衛板 © Victoria and Albert Museum, London
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図14A　吉原美人 花扇、梯立、司、花染 溪斎英泉筆 天保5(1834)年春 蔦屋吉蔵板

不明
花染

© Victoria and Albert
Museum, London

不明
司

日本浮世絵博物館

なでしこ
梯立

日本浮世絵博物館

ききょう
花扇

山口県立萩美術館
浦上記念館

ささりんどう
鳰照

日本浮世絵博物館

つた
錦野

日本浮世絵博物館

あさがお
朝妻

日本浮世絵博物館

花菱
花窓

日本浮世絵博物館

図14B　吉原美人 花窓、朝妻、錦野、鳰照 溪斎英泉筆 天保5(1834)年春 蔦屋吉蔵板
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図15A　吉原八景 姿海老屋内七里、丸海老屋内陸奥、丸海老屋内江川、丸海老屋内江門 溪斎英泉筆。文政10年秋(1827)から11年春 蔦屋
吉蔵板

三つもみじ
丸海老屋内江門
日本浮世絵博物館

三つもみじ
丸海老屋内江川
日本浮世絵博物館

三つ柏
丸海老屋内陸奥
© Victoria and Albert

Museum, London

花菱
姿海老屋内七里
日本浮世絵博物館

図15B　吉原八景 尾張屋内園濱、姿海老屋内七人、丸海老屋内玉川、尾張屋内長登 溪斎英泉筆。文政10年秋 (1827)から11年春 蔦屋
吉蔵板

かたばみ
尾張屋内長登

日本浮世絵博物館

つた
丸海老屋内玉川
日本浮世絵博物館

ききょう
姿海老屋内七人

現色浮世絵大百科事典

花菱
尾張屋内園濱

© Victoria and Albert
Museum, London
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藍摺絵の揃い物として、天保5(1834)年春に板行
される。天保5年春の吉原細見のみにおいて、描
かれている「花窓」の番頭新造「花雲」を含む
9名が一致する。天保4(1833)年秋および天保5年
秋には、「鳰照」の名前がない。天保5(1834)年
春のみに在楼した花魁である。後板が作られた際
に、初板に描き込まれた遊女の紋が改められてい
ることが注目される。この揃い物の元になっている
「吉原八景」に登場する花魁は、藍摺絵に対応
させれば、姿海老屋内七里、丸海老屋内陸奥、
丸海老屋内江川、丸海老屋内江門、尾張屋内園
濱、姿海老屋内七人、丸海老屋内玉川、および
尾張屋内長登である（図15Aおよび15B）。
　注目すべきは紋の扱いであり、図14Aと15Aなら
びに14Bと15Bを比較して明らかなように、紋は基
本的に扇屋の遊女の紋に変更されている。藍摺を
作成する際に、入銀元としての扇屋の意思が強く
反映されたと理解してよい。因みに、吉原八景に
ある姿海老屋内七里と、吉原美人にある扇屋内花
扇との場合には、紋はききょうで同じである。同様に、
尾張屋内園濱と扇屋内花窓の花菱、丸海老屋内
玉川と扇屋内錦野の場合も紋は同一のつたである
が、それ以外は別の紋に変更されている。遊女絵
における紋は、謂わば、ロゴマークとしての意味が
あり、これを周知することが、妓楼にとって重要であっ
たことが理解できる。
　一方、同じ溪斎英泉筆で、文政8(1825)年に板
行された「契情道中双ろく見立吉原五十三対」に
おいても、後板が作られる。その際には、初板を
そのまま使い、すなわち紋は残したまま、妓楼と花
魁の名前を変更することだけがなされたことと比べ
ると、対照的である6)。
　グループとして共通の紋を利用した姿海老屋の
七里グループ 5)、海老屋内鴨緑における40年にわ
たる紋の変遷、後板を作る際の扇屋の紋への拘り
などを比較して俯瞰すると、妓楼毎におけるロゴ
マークとしての花魁の紋の扱い対する違いを読み
取れるように思える。

まとめ

　
　吉原の花魁を描いた遊女絵における紋について
考察した。遊女絵の開板年の特定は、役者絵より
困難な場合があるが、メタデータとしての紋に注目
すると、困難さが軽減される。
　遊女の紋を描き分けた例として、「新吉原江戸
町一丁目和泉屋平左衛門花川戸仮宅図」を紹介
した。この絵には遊女以外に、2名の「引っ込み
新造」も描かれており、二人とも共通の紋を用いて
いる。このことは、引っ込み新造が幼い頃から楼
主の元で、実の娘のように育てられた、すなわち姉
妹として扱われていたということを示している。
　寛政から天保に至る40年の間に、海老屋にお
いて鴨緑（あいなれ）の名跡を継承した6名の花魁
中、特に、遊女絵として残された5名の鴨緑につ
いて、吉原細見と描かれた紋から、描かれた鴨緑
を特定した。鴨緑の場合には、襲名するごとに紋
が変わることが明らかになった。　　
　「契情道中双ろく見立吉原五十三対」では、異
板の存在が知られているが、別の遊女の名前で後
摺りを作成する際に、紋を変更することは行ってい
ない。この例を同シリーズの庄野における「和泉
屋内泉州」の場合において示した。
　遊女絵に描き込まれたメタデータとして有用なの
が、新造出しにおける「竹村伊勢」の積物である。
これが描かれている場合には、吉原細見との対比
で、板行年の特定がピンポイントで可能となる。
　既存の絵を使い回して藍摺絵を作る際の紋の扱
いについて、溪斎英泉筆の「吉原八景」が「吉
原美人」に利用された場合を例として考察した。
吉原八景では、姿海老屋、丸海老屋、尾張屋の
花魁が描かれていたが、「吉原美人」では扇屋の
花魁のみ8名が描かれることになった。その際、紋
は扇屋の花魁のそれに変更されている。花魁の紋
がロゴマークとして重要な機能していたことを示すも
のである。
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